
【職業実践専門課程認定後の公表様式】

昼夜

年

有

資格・検定名 種 受験者数 合格者数

はり師 ② 　　　１４人 　　　１３人

人 きゅう師 ② 　　　１４人 　　　１３人
人

％
■卒業者に占める就職者の割合

％

（平成 30

就職等の
状況※２

■就職指導内容
・在校生、卒業生向け呉竹学園求人検索システムにて求人情報を
提供。
・埼玉県労働産業部や大宮ハローワークより講師を招いて就職支
援労働講座を開催。
・企業等とのマッチングを行い、就職相談会の開催。

■卒業者数　　　　　　　　： 14
■就職希望者数　　　　　： 12

■主な就職先、業界等（平成３０年度卒業生）

主な学修成果
（資格・検定等）

※３

令和1年7月31日 時点の情報）

■国家資格・検定/その他・民間検定等
治療院、病院・診療所、介護施設など （平成30年度卒業者に関する平成31年7月31日時点の情報）

※種別の欄には、各資格・検定について、以下の①～③のいずれかに該当する
か記載する。
①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの
②国家資格・検定のうち、修了と同時に受験資格を取得するもの

③その他（民間検定等）

■自由記述欄
（例）認定学科の学生・卒業生のコンテスト入賞状況等

： 64.3
■その他
・進学者数：1名

年度卒業者に関する

■就職者数　　　　　　　　： 9 人
■就職率　　　　　　　　　： 75

長期休み

■学年始：４月１日
■夏　 季：８月１日～８月２５日
■冬　 季：１２月２５日～１月５日
■学年末：３月３１日

卒業・進級
条件

■卒業要件
・本校に３年以上在籍し、卒業までに必要な単位を全て修得
した者。
・実技認定試験に合格した者。
■進級要件
・当該年度で修得すべき単位を全て修得した者。

学修支援等

■クラス担任制： 有

課外活動

■課外活動の種類
■個別相談・指導等の対応 　スポーツ大会

　学園祭
　呉竹医学会学術大会
　東洋療法学校協会学術大会

1週間以上連続して欠席する者には、事由を聴取した上で欠
席届を提出させている。（病欠の場合は原則として診断書を
提出）。各科目の延べ欠席率が年間予定講義数の10％に達
しようとする者には、担任及び科目担当者から口頭で注意を
促す。20％に達しようとする者には、科長より警告文書により
注意を行っている。25％に達しようとする者には校長より保証
人に通知を行っている。30％に達しようとする者には科長、担
任及び科目担当者からの厳重注意を行い、原級留置の注意
を喚起している。また、成績不良科目（60点未満）について
は、再試験や補習を行い、成績の向上を図っている。

■サークル活動： 有

学期制度
■１学期：４月１日～６月３０日
■２学期：７月１日～１０月３１日
■３学期：１１月１日～３月３１日

成績評価

■成績表：
■成績評価の基準・方法
・　成績の評価基準はＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄの４種とし、Ａ、Ｂ、Ｃを合
格、Ｄを不合格とする。
・　成績評価に付与するGP（Grade Point）は次のとおりとす
る。
　Ａ：100～90点（GP：4.0）
　Ｂ：89～70点（GP：3.0）
　Ｃ：69～60点（GP：2.0）
　Ｄ：60点未満（GP：0.0）

１５０人 ３１人 ０人 １４人 ２５人 ３９人

時間 ５７６時間
単位時間

生徒総定員 生徒実員 留学生数（生徒実員の内 専任教員数 兼任教員数 総教員数

3 昼間
２６７０時間 １９１４時間 時間 １８０時間

認定年月日 平成26年3月31日

修業年限
全課程の修了に必要な
総授業時数又は総単位

数
講義 演習 実習 実験 実技

医療 医療専門課程 鍼灸科Ⅰ部
文部科学省告示第152号

(平成22年11月29日)
－

学科の目的

本校は、はり師及びきゅう師の養成に必要な高度の専門知識及び技術を授けるために、臨床現場や専門領域などの最前線で活動している経験豊富な
企業、地域の業界団体及び学術団体等と連携を図ることによって、国家試験や実技審査への対応にのみとらわれることなく、社会の要請に対応した実
践的教育を提供するとともに、一定水準の実践技能を修得したことを確認する体制を構築して、国民の保健衛生の増進に寄与できる有為の人材を育成
することを目的とする。

03-5362-3776
分野 認定課程名 認定学科名 専門士 高度専門士

設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人　呉竹学園 昭和31年10月17日 理事長　坂本　歩
〒160-0008
東京都新宿区四ッ谷三栄町１６番１２号

（電話）

呉竹医療専門学校 平成21年3月31日 齊藤　秀樹
〒330-0854
埼玉県さいたま市大宮区桜木町1-185-1

（電話） 048-658-0001

（別紙様式４）

令和元年8月31日※１

（前回公表年月日：平成30年12月28日）

職業実践専門課程の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地



1 名 2.8 ％

当該学科の
ホームページ

ＵＲＬ
http://www.kuretakeiryo.ac.jp/

（留意事項）
１．公表年月日（※１）
最新の公表年月日です。なお、認定課程においては、認定後１か月以内に本様式を公表するとともに、認定の翌年度以降、毎年度７月末を基準日として最新の情報を反映
した内容を公表することが求められています。初回認定の場合は、認定を受けた告示日以降の日付を記入し、前回公表年月日は空欄としてください

２．就職等の状況（※２）
 「就職率」及び「卒業者に占める就職者の割合」については、「文部科学省における専修学校卒業者の「就職率」の取扱いについて（通知）（２５文科生第５９６号）」に留意
し、それぞれ、「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」又は「学校基本調査」における定義に従います。
（１）「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」における「就職率」の定義について
①「就職率」については、就職希望者に占める就職者の割合をいい、調査時点における就職者数を就職希望者で除したものをいいます。
②「就職希望者」とは、卒業年度中に就職活動を行い、大学等卒業後速やかに就職することを希望する者をいい、卒業後の進路として「進学」「自営業」「家事手伝い」「留
年」「資格取得」などを希望する者は含みません。
③「就職者」とは、正規の職員（雇用契約期間が１年以上の非正規の職員として就職した者を含む）として最終的に就職した者（企業等から採用通知などが出された者）をい
います。
※「就職（内定）状況調査」における調査対象の抽出のための母集団となる学生等は、卒業年次に在籍している学生等とします。ただし、卒業の見込みのない者、休学中の
者、留学生、聴講生、科目等履修生、研究生及び夜間部、医学科、歯学科、獣医学科、大学院、専攻科、別科の学生は除きます。
（２）「学校基本調査」における「卒業者に占める就職者の割合」の定義について
①「卒業者に占める就職者の割合」とは、全卒業者数のうち就職者総数の占める割合をいいます。
②「就職」とは給料、賃金、報酬その他経常的な収入を得る仕事に就くことをいいます。自家・自営業に就いた者は含めるが、家事手伝い、臨時的な仕事に就いた者は就職
者とはしません（就職したが就職先が不明の者は就職者として扱う）。
（３）上記のほか、「就職者数（関連分野）」は、「学校基本調査」における「関連分野に就職した者」を記載します。また、「その他」の欄は、関連分野へのアルバイト者数や進

３．主な学修成果（※３）
認定課程において取得目標とする資格・検定等状況について記載するものです。①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの、②国家資格・検定のうち、修了と
同時に受験資格を取得するもの、③その他（民間検定等）の種別区分とともに、名称、受験者数及び合格者数を記載します。自由記述欄には、各認定学科における代表的
な学修成果（例えば、認定学科の学生・卒業生のコンテスト入賞状況等）について記載します。

■中退防止・中退者支援のための取組
　中途退学は成績不良が主な要因を占めており、担任による面談、個別担当教員による面談、個別補習等を実施しているほか、心理面の相
談については公認心理師を配置し、個別相談に応じる体制を整えている。
また、全ての入学予定者に対して入学前より学習指導を実施している。

経済的支援
制度

■学校独自の奨学金・授業料等減免制度：　　　　　有
・特待生奨学制度：前年度の学業成績および学術研究の評価により特に優秀で他の在校生の模範となる学生を対象とし、鍼灸年度の授業料の一部を
免除する。
・経済的困窮者に対する学費減免制度：在学中に家計支持者が規程要件に該当し、且つ審査の結果、学費の減免が必要と認められた場合、授業料の
一部を免除する。
・校友会推薦奨学制度：本学園の卒業生（校友会会員）より推薦され入学した方を対象として、入学金の一部（10万円）を入学後に付与する。
■専門実践教育訓練給付：　　　　　給付対象外

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価：　　　　　有
※有の場合、例えば以下について任意記載

（評価団体、受審年月、評価結果又は評価結果を掲載したホームページＵＲＬ）

中途退学
の現状

■中途退学者 ■中退率
平成30年4月1日時点において、在学者36名（平成30年4月1日入学者を含む）
平成31年3月31日時点において、在学者35名（平成31年3月31日卒業者を含む）
■中途退学の主な理由

自主退学

http://www.kuretakeiryo.ac.jp/


種別

①

①

③

③

③

③

堀口　和彦 光和堂鍼灸治療院院長
令和元年5月1日～
令和2年3月31日

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課
程の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本
方針
　国家試験や卒業要件となる実技審査のみにとらわれることなく、国家資格取得後に職域で遭遇することの多い疾病に対
する実践的かつ専門的な技能の修得のために、施術所、診療所・病院及び福祉介護施設などの企業、地域の職業団体
及び学術団体等（以下「企業等」という。）の専門性、高い技術力及び豊富な経験等を活用して、社会の要請を反映した授
業科目の設置や授業の展開方法の工夫等を行うとともに生徒の修得水準を企業等と学校が協力して評価する。このよう
な取り組みを含む教育課程全般について、学校は教育課程編成委員会へ報告し審議を受ける。教育課程編成委員会の
意見や要望については学校教育課程の編成にかかる作業部会において検討したうえで、教育課程の編成に反映する。
本校における一連の自主的な取り組みを持続可能とするために、企業等との連携は、生徒の就職先の人材の専門性の
動向、地域振興の特性や方向性及び新規の成長領域をとらえた実践的かつ専門的な授業等を実施することができ、年間
を通じて組織的に学校と協力して授業を行える企業等を対象として行う。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け
 教育課程編成委員会は、教育編成会議作業部会の検討結果について審議するため、校長が設置し年２回開催するもの
として、「学校法人呉竹学園教育課程編成規則」及び「呉竹医療専門学校教育課程編成委員会実施要綱」により位置付け
られている。教育課程編成委員会での審議結果を踏まえた教育編成作業部会を開催し、内容を検討した上で実際の教育
課程へ採用する事としている。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

長嶺　芳文 公益社団法人埼玉県鍼灸マッサージ師会副会長
令和元年5月1日～
令和2年3月31日

令和元年7月31日現在

名　前 所　　　属 任期

河原　保裕 公益社団法人埼玉県鍼灸師会会長
令和元年5月1日～
令和2年3月31日

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年間開催数：2回　／　開催時期：毎年9月と2月

（開催日時）

髙栁　恵津子 美容鍼灸マッサージ院CorpsClair　院長
令和元年5月1日～
令和2年3月31日

松田　幸広 まつだ鍼灸室院長
令和元年5月1日～
令和2年3月31日

神田　浩士 株式会社フレアス品質管理室 室長
令和元年5月1日～
令和2年3月31日

　※委員の種別の欄には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

第１回　令和元年９月１４日　18：00～19：30
第２回　令和２年２月２２日　18：00～19：30



  実技実習計画の作成、実習・講義の実施、実技試験の実施と評価について企業と協定書を締結し、鍼灸臨床に必要な
種々の技術について教授することとしている。当該講師には事前にシラバス作成を依頼し、授業内容・評価等について本
校の教育方針に基づき、専任教員と内容の確認・調整を行っている。実習施設内における学生の授業態度等についても、
適宜報告の上、情報を共有し、協力して学生指導を行っている。実施授業には専任教員も補助員として参加し、協力して
授業を行っている。

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

科　目　名 科　目　概　要 連　携　企　業　等

臨床実習Ⅰ

鍼灸師を目指す学生としての自覚を深め、鍼灸医学を学
ぶことへの関心を高める。また、優れた医療人になるた
め、学生として備えておくべき基本的態度・姿勢や基本的
臨床技能を理解し、修得する。
呉竹メディカルクリニックでの医師、看護師、薬剤師、その
他医療従事者（コメディカル）の業務見学を通じて、医療従
事者の使命や患者との信頼関係の重要性を体感しモチ
ベーションを高める。

呉竹メディカルクリニック

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況
※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。
① 認定規則改定に対応した新カリキュラムの編成について。
【意見1】医療包括システムに関してはどのよう学習可能になるか。
【活用】「医療概論」において介護保険制度に関連して盛りこみ、背景については「社会あはき学」「社会はき学」で学ぶ。

【意見2】「社会あはき学」「社会はき学」は多岐にわたるが、臨床家が現場で頻繁に遭遇するトピックスがあるとよい。
【活用】･･･スポーツ系疾患等に特化した授業を展開しており、社会の要請に応えて市民マラソン大会へ学生をボランティアとして派遣している。

② 外部臨床実習実施について。
【意見3】施設によっては実習生につける指導者の確保が難しい。
【活用】･･･臨床実習指導者講習会にて指導ポイントについて説明を行った。また実習施設との契約の際、指導者の確保について確認している。

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針

　企業等から派遣された経験豊富な講師を起用し、実践的な実習・演習等の授業を行う。企業から派遣された講師は、患
者さんへの接し方や施術方法等について、日常の臨床経験を生かした実践的かつ専門的な実技実習指導を行う。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容

　学校法人呉竹学園研修規程により、学校は教職員の専門性の向上と人材育成を目的として計画的に研修を受講させる
ほか、教職員が自己啓発により自ら学ぶことを奨励すること、教職員に対し常に関連分野における先端的知識を得られる
環境を与え、資質の向上を図り、もって教育目標の実現に努めること、研修や自己研鑽による教職員のスキルアップを評
価し、考課を行うことを定めている。実施については各種学会・連盟・委員会等から告知された内容を基に、年次計画に
沿って計画的に参加しており、研修後は「研修会（講習会）・学会等参加報告書」をにより、得られた知識と技術について学
内で共有している。

鍼灸臨床実習※

医師による診察（問診、徒手検査、検査）、診断、治療の過
程を学ぶ。医師やコメディカルスタッフがどのように連携し
て患者さんの治療にあたっているのか一連の流れやそれ
ぞれのスタッフ役割について、事前にオリエンテーションを
行って見学に臨み、鍼灸師として医療機関との連携を図る
ために必要となる心構えを養う。

呉竹メディカルクリニック

　※旧カリキュラム科目（実施時期3年生）

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針



主催 対象

（公社）全日
本鍼灸学会

学科教員

（公社）埼玉県
鍼灸マッサー
ジ師会

学科教員

名古屋大学 学科教員

（公社）東洋
療法学校協
会

学科教員

埼玉県鍼灸
師会

学科教員

埼玉県鍼灸
師会

学科教員

埼玉県鍼灸
学会

学科教員

呉竹学園 学科教員

主催 対象
日本医学教
育学会

学科教員

（公社）東洋
療法学校協
会

学科教員

主催 対象
（公社）全日本
鍼灸学会 学科教員

名古屋大学 学科教員

呉竹学園 学科教員

主催 対象

呉竹学園教
育センター

非常勤講師
及び新任教
員

呉竹学園教
育センター

学科教員

（公社）東洋
療法学校協
会

学科教員

　教員の専攻分野における研修は、（公社）日本鍼灸師会、（公社）全日本鍼灸学会をはじめ、関連する企業等との連携に
より行っている。

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等

研修・学会 日程 研修内容・概要
第６７回
（公社）全日本鍼灸学会学
術大会大阪大会

平成30年6月2日・3日
「これからの鍼灸研究の在り方～慢性痛を題材に～」ほ
か

保険講習会 平成30年7月15日
あまし療養費の改定について、受領委任の取扱いにつ
いて

人体解剖トレーニングセミ
ナー

平成30年7月30日
～8月4日

人体解剖実習

普及推進講座 平成30年8月7日
はりきゅう実技評価審査の変更点の説明
および共通認識の確認

普及推進講座 平成31年1月20日
「鍼灸医療の課題と未来
～私がコンサルだったらお伝えすること～」

平成３０年度
第２回療養費等適正運用
研修会

平成31年1月20日 受領委任制度にかんして　ほか

平成３０年度
第３回埼玉県鍼灸師会学
術講習会

平成31年1月27日 小俣浩先生の功績から鍼灸治療の科学科を考える

呉竹医学会学術大会 平成30年10月19日
特別講師・一般講演者・本校教員・在校生等による特別
講演・実技セッション・一般口演、その他研究発表

②指導力の修得・向上のための研修等

　教員の指導力に関する研修は、（公社）東洋療法学校協会や関連する企業等との連携により行っている。

研修・学会 日程 研修内容・概要
第５０回　日本医学教育学
会大会

平成30年8月3日・4日 臨床実習で学生の能力・資質をいかに評価するのか

第４２回　東洋療法学校協
会教員研修会

平成30年8月6日・7日 カリキュラム改正に伴う学校協会の取り組み状況　ほか

（３）研修等の計画
①専攻分野における実務に関する研修等

研修・学会 日程 研修内容・概要

全日本鍼灸学会学術大会 令和元年5月11日・12日

名古屋大学人体解剖トレー
ニングセミナー

令和元年7月下旬～8月上
旬

呉竹医学会学術大会 令和元年10月18日
特別講師・一般講演者・本校教員・在校生等による特別
講演・実技セッション・一般口演、その他研究発表

②指導力の修得・向上のための研修等
研修・学会 日程 研修内容・概要

新任教員及び非常勤講師
研修

平成31年4月13日
呉竹学園の沿革、これからの取組、専修学校における
職業教育、呉竹学園の教学運営体制、学校教育のあり
方、教員のあり方等

教育センター主催学内教員
研修会

令和元年12月下旬 教員の資質向上を図る。

公益社団法人東洋療法学
校協会教員研修会

令和元年8月6日・7日



種別

企業等委員

企業等委員

企業等委員

卒業生

保護者

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目
（１）教育理念・目標 基準1　教育理念・目的・育成人材像

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。
また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針

（５）学生支援 基準5　学生支援

本校が選任した委員（卒業生・保護者・企業関係者等）に より「学校関係者評価委員会」を設置し、自己評価結果に基づ
き、評価を実施し、評価結果、課題の改善に向けた指導・助言をまとめたうえで、ホームページで公表する。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

（６）教育環境 基準6　教育環境
（７）学生の受入れ募集 基準7　学生の受入れ募集

（２）学校運営 基準2　学校運営
（３）教育活動 基準3　教育活動
（４）学修成果 基準4　学修成果

（１１）国際交流 なし
※（１０）及び（１１）については任意記載。

（３）学校関係者評価結果の活用状況

重点目標に関する具体的な取り組みを次のとおり行った。
①予算明細書及び事業報告書の作成
②学則改定に伴う諸規定の見直しと整備
③学生支援体制の強化
その他、各評価項目において受けた指導・助言については、学校内の運営組織「教務会」において、進捗状況の確認と課
題の検討を行って、学校運営の改善に取り組んでいる。

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿

（８）財務 基準8　財務
（９）法令等の遵守 基準9　法令等の遵守
（１０）社会貢献・地域貢献 基準10　社会貢献・地域貢献

長嶺　芳文 公益社団法人　埼玉県鍼灸マッサージ師会副会長
令和元年5月1日～
令和2年3月31日

高橋　知則 公益社団法人埼玉県柔道整復師会　専務理事
令和元年5月1日～
令和2年3月31日

令和元年7月31日現在

名　前 所　　　属 任期

河原　保裕 公益社団法人　埼玉県鍼灸師会 会長
令和元年5月1日～
令和2年3月31日

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期

山岸　克也 卒業生 呉竹会会長
令和元年5月1日～
令和2年3月31日

竹沢　誠 保護者　代表
令和元年5月1日～
令和2年3月31日

ホームページ
URL:http://www.kuretakeiryo.ac.jp/about/evaluation.html
公表時期：平成30年7月11日

http://www.kuretakeiryo.ac.jp/about/evaluation.html


（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応

ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画
学校の教育理念、教育目標、育成人材像、運営方針、教育方針、中期
的目標、校長名、所在地、連絡先等

（２）各学科等の教育

入学者に関する受入方針及び入学者数、収容定員
在学学生数、進級・卒業の要件等
学習の成果として目指す資格
資格取得、検定合格等の実績
卒業者数、卒業後の進路

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況
に関する情報を提供していること。」関係

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針

企業等の学校関係者に対して、学校の運営状況をホームページ、ソーシャルネットワーク及び学校案内などによって公開
する。

（６）学生の生活支援 学生支援への取組状況
（７）学生納付金・修学支援 学生納付金の取扱い、活用できる経済的支援措置の内容
（８）学校の財務 資金収支計算書、事業活動収支計算書及び貸借対照表

（３）教職員 教職員数、教職員の専門性

（４）キャリア教育・実践的職業教育
キャリア教育・実習・実技への取り組み状況
就職支援等への取組状況

（５）様々な教育活動・教育環境 学校行事への取組状況、課外活動

※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法
ホームページ
URL:http://www.kuretakeiryo.ac.jp/

（９）学校評価 自己評価・学校関係者評価の結果
（１０）国際連携の状況
（１１）その他

http://www.kuretakeiryo.ac.jp/about/public_info.html
http://www.kuretakeiryo.ac.jp/about/public_info.html
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○ 総合基礎Ⅰ

【生物Ⅰ】ヒトについての生物学を学び、人間も
環境に適応しながら生存する生物の一員であるこ
とを認識し、生命活動の基礎的仕組み（自己保存
と種族保存）を理解する

１
①
②

30 ○ ○ ○

○ 総合基礎Ⅰ

【文章表現･読解法】事実を正確に伝える文章力の
養成を目標とする。

１
①
②

30 ○ ○ ○

○ 総合基礎Ⅰ

【コミュニケーション心理学】人間の心の動きや
行動を探求し、理解するための基礎知識を習得す
る。また、心理の基本的なメカニズムを理解し、
人間関係や人間行動への影響を学習すると共に、
コミュニケーションの意義と重要性を理解する。

１
②
③

30 ○ ○ ○

○ 総合基礎Ⅰ

【生物Ⅱ】ヒトを対象とした生物学を学び、生命
活動における動物機能の「運動」「感覚」「自己
の防御」および生命の連続機能である「細胞分
裂」「生殖・発生」と「遺伝」についての基礎的
仕組みを理解する。

１
②
③

30 ○ ○ ○

○ 総合基礎Ⅱ

【医用英語Ⅰ】グローバルな時代を迎え、医療の
現場でも外国人と接する機会が増えてきている。
また、最新の医学論文は英文で記されていること
が多い。コミュニケーションの手段と医学知識の
吸収のためにも、医療の現場で用いられる、英語
の専門用語や表現を十分理解し修得する。

２
①
②

30 ○ ○ ○

○ 総合基礎Ⅱ

【医用英語Ⅱ】グローバルな時代を迎え、医療の
現場でも外国人と接する機会が増えてきている。
また、最新の医学論文は英文で記されていること
が多い。コミュニケーションの手段と医学知識の
吸収のためにも、医療の現場で用いられる、英語
の専門用語や表現を十分理解し修得する。

２
②
③

30 ○ ○ ○

○ 総合基礎Ⅱ

【化学Ⅰ】物質の性質やいろいろな反応などにつ
いての基礎的な化学知識を身につける。そして、
専門基礎分野並びに専門分野へ繋がる幅広い知識
を修得する。

２
①
②

30 ○ ○ ○

○ 形態機能学Ⅰ

医療従事者の共通用語である人体の各器官の構造
について理解するとともに、その名称や機能につ
いても学習する。

１
通

72 ○ ○ ○

○ 形態機能学Ⅱ

医療従事者の共通用語である人体の各器官の機能
について理解するとともに、その評価方法につい
ても学習する。

１
通

72 ○ ○ ○

○ 形態機能学Ⅲ

解剖学の知識を臨床の場面と結びつけて理解す
る。また、解剖学における必須事項を総合的に修
得する。

３
通

72 ○ ○ ○

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　授業科目等の概要
※学則変更に伴い平成30年度生より新カリキュラム、現行（令和元年度時点）の3年次においては旧学則での運用となるため、
　実施状況に沿って新カリキュラムとあわせ旧カリキュラムを後掲する。
　また、新学則3年次以降の配当学期については、今年度の実施がないため未記載とする。

（医療専門課程　鍼灸科Ⅰ部）令和元年度　※新学則（１～２年生対象）
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携



○ 形態機能学Ⅳ

生理学の知識を臨床の場面と結びつけて理解す
る。また、生理学における必須事項を総合的に修
得する。

３
通

72 ○ ○ ○

○ 臨床医学Ⅰ

人体の機能が正常に働かなくなった状態である疾
患についての概要を理解する。また、鍼、灸の不
適応疾患の特徴や必要な知識を理解して、適応疾
患のとの鑑別能力を修得する。

2
②
③

48 ○ ○ ○

○ 臨床医学Ⅱ
臨床に必要な病理学の基礎を学び、疾患について
の考え方を深め理解する。 3 24 ○ ○ ○

○ 臨床医学Ⅲ

各疾患の知識を臨床の場面と結びつけて理解す
る。また、臨床医学各論、臨床医学総論における
必須事項を総合的に修得する。 3 48 ○ ○ ○

○ 臨床医学Ⅳ
疾病の知識を臨床の場面と結びつけて理解する。
また、病理学における必須事項を総合的に修得す
る。

3 48 ○ ○ ○

○ 疾病治療論Ⅰ

障害を理解し、リハビリテーションの各時期に応
じた対応を学ぶと共に、はき施術・介護分野・リ
ハビリテーションにおける臨床福祉の現場で活躍
出来る、障害評価手法を学び実践する。

2
②
③

48 ○ ○ ○

○ 疾病治療論Ⅱ

各疾病の障害を理解し、リハビリテーションの各
時期に応じた対応を学ぶと共に、はき施術・介護
分野・リハビリテーションにおける臨床・福祉の
現場で活躍出来る、障害評価手法を学び実践をす
る。また、運動の基礎である関節の運動力学と姿
勢を学び、正常歩行と異常歩行を理解する。

3 24 ○ ○ ○

○ 疾病治療論Ⅲ

リハビリテーション医学の知識を臨床の場面と結
びつけて理解する。また、リハビリテーション医
学における必須事項を総合的に修得する。 3 48 ○ ○ ○

○ 保健と医療Ⅰ

責任感を持ってはり師、きゅう師としての業務を
行えるように、わが国の衛生状態への知識を深め
る。

１
通

72 ○ ○ ○

○ 保健と医療Ⅱ

鍼灸師として医療保険療養費支給申請の手続きを
行えることをふまえ、我が国の社会保障制度につ
いての知識を深める。また、免許を与えられて施
術を行う責任感を持てるように、医療倫理を身に
付ける。

2
①

24 ○ ○ ○

○ 東洋医学Ⅰ
東洋医学の診断、治療に結びつけられる様に東洋
医学における人体の構造機能の基礎知識の概要を
理解する。

１
通

72 ○ ○ ○

○ 東洋医学Ⅱ
全身を流れている経絡、全身に存在する経穴の概
要を理解する。 １

通
72 ○ ○ ○

○ 東洋医学Ⅲ

東洋医学による診断ができ、治療に結びつけられ
るようにする。 ２

通
72 ○ ○ ○

○ 東洋医学Ⅳ

人体各部の経穴を教科書に記載されたとおりに理
解し、実際の取穴法を修得する。疾病に関連する
筋、神経、血管に対し施術する場合、それらの所
にある経穴を取穴する。

２
①
②

48 ○ ○ ○

○ はき概論Ⅰ
鍼・灸の基本知識、施術の意義、基本手技を理解
する。

１
①

24 ○ ○ ○

○ はき概論Ⅱ
はりきゅう臨床に必要な衛生管理と感染防御に関
する知識と技能を身につける。

１
①

24 ○ ○ ○



○ はき概論Ⅲ

・医療人としてのリテラシーについて、はき研究
を通じて学習する。・論理的思考、批判的思考を
身に付け、医療人として、職業人としての態度を
身に付ける。・グループワークを通じてチーム
ワークの重要性を感じ、卒後におけるチーム医療
の視点を高める。

１
③

24 ○ ○ ○

○ はき理論Ⅰ

鍼・灸における施術に対する生体反応、鍼・灸の
治効メカニズムを理解する。 2

③
24 ○ ○ ○

○ はき理論Ⅱ

鍼・灸における施術に対する生体反応、鍼・灸の
治効メカニズムを理解する。 3 24 ○ ○ ○

○
はき臨床診察
学Ⅰ

・はりきゅう臨床における基本的臨床技能として
重要な位置にある医療面接を理解し、お互いの立
場を尊重した人間関係を構築して、適切な医療面
接を習得する・はりきゅう臨床に必要な身体診察
の技能の概要を理解する。

２
通

72 ○ ○ ○

○
はき臨床診察
学Ⅱ

・はりきゅう臨床において最も高頻度に扱われる
腰痛、腰下肢痛、肩痛、膝痛の適応を判定し、予
後を推定し、病態を認識できる能力を習得す
る。・はりきゅう臨床において遭遇する症候の適
応を判定できる能力を習得する。

２
通

72 ○ ○ ○

○
はき臨床診察
学Ⅲ

・東洋医学概論で学習した診断、治療を応用し中
医学、経絡治療の考え方を理解する。・経絡経穴
概論で学習した経絡の流注、経穴の特徴を応用
し、中医学、経絡治療の考え方を理解する。・四
診を理解する。・証立てから、配穴法を理解す
る。

２
通

72 ○ ○ ○

○
はき臨床診察
学Ⅳ

・鍼灸師として臨床上しっておくべき呼吸器系、
耳鼻科系、リウマチ・膠原病、婦人科系、診療内
科系主要疾患の特徴を理解する。・はりきゅう臨
床において遭遇する症候の適応を判定できる能力
を習得する。

3 24 ○ ○ ○ ○

○ 社会はき学Ⅰ

・現代社会における鍼灸師を取り巻く環境と、地
域医療で期待される鍼灸師の業務についての知識
を習得する。・施術所の現状と経営についての知
識を身に付ける。

3 24 ○ ○ ○

○ 社会はき学Ⅱ

・免許を与えられて施術を行う責任感を持てるよ
うに、はき法を理解する。・様々な医療従事者と
協力し、鍼灸師としてわが国の衛生状態向上の一
助になれるよう、医療従事者の法規への知識を深
める。・医師法・薬剤師法・医療法・薬機法に抵
触することのないよう、はきの業務を行う上での
注意事項を知る。

3 24 ○ ○ ○

○
基本はりきゅ
う実技Ⅰ

鍼灸師になるために必要な鍼の基礎知識を学び、
正確かつ安全に行うことができる基本的な操作を
身につける。また、鍼灸師として最低限必要な衛
生学的知識と施術者としての心構えを修得する。

１
通

108 ○ ○ ○

○
基本はりきゅ
う実技Ⅱ

１．鍼灸師になるために必要な灸の基礎知識を学
び、正確で素早くかつ安全に行うことができる基
本的な操作を身につける。 ２．鍼灸師として最低
限必要な衛生学的知識と施術者としての心構えを
修得する。

１
通

108 ○ ○ ○

○
基本はりきゅ
う実技Ⅲ

鍼灸臨床の場で十分活躍できるように、経絡の流
注及び経穴の取穴の実際を身につける。 １

通
72 ○ ○ ○

○
応用はりきゅ
う実技Ⅰ

・東洋医学的な医療面接について理解する。
・四診を理解する。
・東洋臨床診察治療学Ⅰで学習した診断、治療を
応用し東洋医学的な治療に必要な技術を習得す
る。
・証立てから、配穴法を理解する。

２
通

72 ○ ○ ○



○
応用はりきゅ
う実技Ⅱ

東洋医学による基本的な診断や治療を身につけ
る。また、1年次で修得した基本技能をもとに、伝
統的な刺鍼法・施灸法を修得する。

２
通

72 ○ ○ ○

○
はき適応疾患
実習Ⅰ

鍼灸にかかる患者の訴えで最も多い症状である腰
痛・肩こり・膝痛・五十肩などの整形外科系運動
器疾患に対する具体的な診察方法や治療方法の基
礎を学び、正確かつ衛生的で安全な鍼灸施術を身
につける。

２
通

72 ○ ○ ○

○
はき適応疾患
実習Ⅱ

はりきゅう臨床において遭遇する適応とされる症
候に対する鍼灸治療を習得する。 ３

通
72 ○ ○ ○

○ 臨床実習Ⅰ

・鍼灸師を目指す学生としての自覚を深め、鍼灸
医学を学ぶことへの関心を高める。また、優れた
医療人になるため、学生として備えておくべき基
本的態度・姿勢や基本的臨床技能を理解し、修得
する。
・呉竹メディカルクリニックでの医師、看護師、
薬剤師、その他医療従事者（コメディカル）の業
務見学を通じて、医療従事者の使命や患者との信
頼関係の重要性を体感しモチベーションを高め
る。

１
通

45 ○ ○ ○ ○

○ 臨床実習Ⅱ

はり師、きゅう師としての自立に向け、施術チー
ムの一員として指導教員の指導・監督の下、外来
患者の診療のうち医療面接と身体診察を実践し、
またクルズスを通じて、臨床に携わる者としての
態度・習慣、ならびに臨床に必要な知識と技能の
基本を習得する。

2
通

45 ○ ○ ○

○ 臨床実習Ⅲ

実際の医療・福祉・スポーツ現場の見学・体験を
することにより、将来の活躍の場となる自分の姿
を想起し、医療人としての自覚を高める。

2
通

45 ○ ○ ○

○ 臨床実習Ⅳ

はり師、きゅう師としての自立に向け、施術チー
ムの一員として指導教員の指導・監督の下、外来
患者の診察、あはき治療の適不適の鑑別、治療計
画、基本的治療技能、診療録への記録を含む患者
マネジメントを実践し、臨床に携わる者としての
態度、ならびに臨床能力の基礎を理解する。

3 45 ○ ○ ○

○
臨床総合講座
Ⅰ

・自己理解を深め、コミュニケーションの知識と
技法を学ぶことにより日常の人間関係を良好に保
つ能力を身につける。・医療の現場において、
様々な患者に接し対応するためには、患者の心理
状態を理解し、思いやりのある心と態度が必要で
ある。患者との様々な場面を想定し、患者への対
応に必要なコミュニケーション技法の習得を目指
す。

１
②
③

48 ○ ○ ○

○
臨床総合講座
Ⅱ

・鍼灸師としてわが国の衛生状態の向上の一助と
なれるよう、医療の歴史についての知識を深め
る。
・代替医療や統合医療におけるあはきの位置づけ
や役割を理解し、医療連携の際にあ鍼灸師として
尽力できるよう、他の医療従事者に協力を惜しま
ず行動する心構えを身につける。

2
①

24 ○ ○ ○

○
臨床総合講座
Ⅲ

一次救命処置（BLS）の概念を理解し、心肺蘇生法
（CPR）と自動体外式除細動器（AED）を組み合わ
せた一次救命処置を理解する。 3 24 ○ ○ ○

○
臨床総合講座
Ⅳ

はり師、きゅう師としての自立に向け、施術チー
ムの一員として実践した患者マネジメントを一定
の書式に従ってまとめることで、自分らの施術を
振り返り、また評価を受けることで、基本的臨床
能力とは何かを学習する。

3 24 ○ ○ ○



○
臨床総合講座
Ⅴ

最新の『国民衛生の動向』を基に、人口を始めと
して統計を通してわが国の衛生状態がどのようで
あるかを学んでいく。また、「公衆衛生学」「関
係法規」「医療概論」の国家試験の過去問などを
解き進めながら、受験対策を行う。

3 48 ○ ○ ○

○
臨床総合講座
Ⅵ

東洋医学概論の知識を臨床の場面と結びつけて理
解する。また、東洋医学概論における必須事項を
総合的に修得する。 3 48 ○ ○ ○

○
臨床総合講座
Ⅶ

経絡経穴概論の知識を臨床の場面と結びつけて理
解する。また、経絡経穴概論における必須事項を
総合的に修得する。 3 48 ○ ○ ○

○
臨床総合講座
Ⅷ

東洋医学の知識を臨床の場面と結びつけて理解す
る。また、東洋医学臨床論における必須事項を総
合的に修得する。 3 48 ○ ○ ○

○
臨床総合講座
Ⅸ

はりきゅう理論の知識を臨床の場面と結びつけて
理解する。また、はりきゅう理論における必須事
項を総合的に修得する。 3 48 ○ ○ ○

○ 病態生理Ⅰ

【内科診断学】西洋医学における診察の基礎と実
習や内科系疾患の診断と治療の基本を学び、伝統
的東洋医学の違いを理解する。

2
①
②

24 ○ ○ ○

○ 病態生理Ⅱ

【整形外科学】整形外科領域における病態生理の
概要を理解する。

2
②
③

48 ○ ○ ○

５７科目

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

１学年の学期区分 ３期
１学期の授業期間 １２週

（留意事項）

合計 ２７４２単位時間(１０８単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。


